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　上田祐規前理事長の後任とし
て、130年の歴史を誇る当学園の
理事長に就任しました。長年の前
理事長の功績を重大に受け止め、
教職員と共に学園の発展の為、努
めて参ります。
　浄土宗々祖法然上人のことばに
「一丈の堀を越えんと思わば、一丈

五尺の堀を越えんと思うべし」とあります。浅学非才、未熟では
ありますが常にこの言葉を思い精進致す所存であります。
　生徒達が勉学に励み、そして明るく、正しく、仲よく学園生活が
送れるよう、よろしくご支援、ご協力の程お願い申し上げます。

　浄土宗の宗祖法然上人は、阿弥陀
仏の本願に真実の道を見出し、人々
に大きな希望と勇気を与えられまし
た。また、聖徳太子は「唯仏是真」「以和
為貴」という言葉を座右の銘とされ
ました。本校の校名はこれらの言葉
に由来するものです。

　真和の教育は、「誠・信・望」のもとに、明朗にして「和」を重んずる
豊かな人間性と、進んで「真」を追求する向上心とをあわせ持ち、将
来、社会のリーダーとなる人材を育成することを建学の精神とし
ています。

光岡  素生
理事長

芥川　隆淨
学校長

仏
教
精
神
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
命
を
大
切
に
す
る
教
育
。

明治21年…
明治34年…
昭和35年…
昭和38年…
昭和41年…
昭和45年…

昭和63年…
平成22年…
平成29年…
平成30年…
令和  2年…

浄土宗鎮西支校として久留米善導寺町に開校
鎮西学園現在地へ移転
真和中学校開校
真和高等学校開校
真和高等学校第一回卒業式
真和中学・高等学校
男女共学となる
学園創立百周年記念式典
真和創立五十周年記念式典
新校舎完成
新体育館完成
真和創立六十周年

沿
　
革

希
望
を
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ち

　
努
力
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る
こ
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信
念
を
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い

　
明
朗
な
る
こ
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誠
実
を
も
っ
て

　
一
貫
す
る
こ
と

63年目の真和
since1960

真和中学・高等学校は、将来の夢の実現に向かってみんなで切磋琢磨し合える学校です。

個性あふれる先生方の授業、生徒会を中心に運営される多彩な行事、実は盛んな部活動など、

楽しく充実した学校生活を過ごすことができます。

私たち生徒会は生徒の代表として、皆さんと一緒に豊かな学生生活を創ります。

様々な学びを体感できる、真和中学・高等学校へようこそ！


